
第 3学年道徳学習指導案 
日 時 平成１８年１０月１３日（金） 
児 童 藤沢町立新沼小学校 ３学年 
    男３名 女７名  計１０名 

指導者 松 好  貴 美 子 
 

１ 主題名  「親友ならどうする？」  ２－（３）友情・信頼 

 

２ 資料名  「絵はがきと切手」（出典 学研 「みんなのどうとく ３年」） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）価値について 

    指導項目２－（３）は「友達と互いに理解し、信頼し、助け合う。」である。中学年において

は、気の合う友達同士で仲間をつくる傾向がある。自分達の世界を確保し、楽しもうとするので

ある。健康的な仲間集団を育成するためにも、友達と互いによく理解し、信頼し、助け合えるよ

う指導していく必要がある。 

    低学年においては、特に身近にいる友達と仲良く活動し、助け合うことの大切さを指導されて

きている。その発展として中学年では、仲良く行動するだけでなく、信頼や友情という心のつな

がりを育てることが大切である。 

（２）児童について 

    学級の児童のほとんどは、保育園からの同じメンバーで過ごしてきており、みんなで誘い合っ

て学級全員で遊ぶこともめずらしくはない。友達関係でも遊び仲間としては概ね良好である。 

    しかし、児童同士の中で目に見えないポジションや力関係がつくられ、時折、その力関係が働

いて対等な関係が保たれなかったり、今の関係をこわしたくないために友達に遠慮したりするこ

ともある。自分の損得や感情ではなく、本当に友達のためにという思いで行動するまでには至っ

ておらず、また、友達が自分のためを思ってしてくれていることに気づかないこともある。 

友達と仲良くしようという意識はあるので、目に見える仲良しから一歩進んで、友達を信頼す

る気持ちや、ともに高まることのできる心のつながりを育てていきたい。 

（３）資料について 

    本資料の主人公ひろ子は、転校した仲良しの友達正子から絵はがきをもらう。しかし、それは

定形外郵便物で７０円未納不足であった。このことを正子に教えるべきという兄の考えと、教え

ないほうがいいのではないかという母の考えとに揺れながらも、ひろ子は教えることを選択する。 

    友達だからこそどうすればよいのか思い悩むひろ子の心の動きをもとに、友達を想う気持ちや

友達との心のつながりを深く考えるのに適した資料であると考える。 

（４）指導にあたって 

    主人公のひろ子の心の動きをもとに考えていく。絵はがきをもらったひろ子の喜びは、児童の

実体験と重ね合わせやすく共感できるであろう。７０円の未納不足について、教えるべきという

兄の考えと、お礼だけという母の考えの間で思い悩むひろ子の気持ちに十分に共感させたい。 

    兄と母の考えを掘り下げていくために、役割演技で兄（児童）と母（教師）に分かれ、それぞ

れの意見を考えていく。 

    教えることを決心したひろ子の気持ちを考えることで、信頼の上にある友達を想う気持ちを感

じとらせたい。また、はがきの返事を書くことで、ひろ子と一体化して自分自身を表現すること

ができると考える。 

    兄と母、どちらの考えも間違いではなく、どちらも友達のことを思っての考えであることを踏

まえた上で、教えてあげることが友達のためであることに気づかせていきたい。その際、どちら

を選ぶかだけに終わらせず、ひろ子と正子の間にある友情や信頼感がひろ子を動かしたというこ

とも感じ取らせたい。 

 

 



４ 本時の指導 

（１）ねらい  友達との心のつながりの大切さを自覚し、友達を信頼しようとする気持ちを育てる。 

（２）展 開 

段階 学習活動と主な発問 予想される児童の心の動き 指導上の留意点 
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１ 手紙をもらったときの気

持ちについて話し合う。 

 

○ 手紙やはがきをもらった

ことがありますか。手紙を

もらってどんな気持ちに

なりましたか。 

 

 

 

 

・年賀状をもらった。 

・うれしかった。 

 

 

 

・手紙をもらったときのうれ

しい気持ちを思い起こさ

せ、資料への導入を図る。 

・定形外郵便の理解を助ける

ために実物を提示する。  

   通常はがき 50円 

   定形外   120円 
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２ 資料「絵はがきと切手」を

読み、ひろ子の心の動きをも

とに話し合う。 

 

 

○ 正子から美しいはがきを

もらって、ひろ子はどんな

気持ちになったでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 兄と母の意見を聞いて、迷

っているひろ子の気持ち

を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正子の「美しい景色を見せ

たい」という気持ちがうれ

しい。 

・転校しても私を忘れないで

いてくれる。 

 

 

 

 

 

  ・知らせないとまた同じ 

   間違いをしてしまう 

   だろう。 

  ・正子のためにならない。 

     

 

  ・どうしよう。 

  ・嫌われたくない。 

  ・正子が傷つく。 

  ・本当に正子のためにな 

   るのはどちらだろう。 

    

    

 

  ・正子はわざとではない。 

  ・正子の気持ちを台無し

に  にしてしまう。 

     

 

・「ひろ子が何に迷っている

かに気をつけて聞く」とい

う読みの視点を与え、範読

する。 

 

・はがきをもらってうれしい

ひろ子の気持ちに共感さ

せるため、転校した正子は

ひろ子と仲良しだったこ

とをおさえておく。 

 

・「かんげきした」という言

葉からひろ子の喜びをつ

かませたい。 

 

・ひろ子の迷いを考えるため

に、兄（児童）・母（教師）

の役割演技を通し、それぞ

れの主張を深めていく。 

 

・なぜ教えたほうがよいのか

を考えさせるために、「お

金を返してほしいから？」 

 「正子が傷ついてもいいの

か？」等の補助発問を用意

しておく。 

 

・どちらが正しいのかを問う

のではなく、兄も母も友達

のことを思っての意見で

あることを踏まえた上で、

何が本当に「友達のため」

になるのかを考えさせた

い。 

 

・ここでは、どうしたらよい

のかという結論はつけな

い。 

教
え
た
ほ
う
が
よ
い 

教
え
な
く
て
よ
い 



 

 

 

 

 

 

３０ 

 

◎ ７０円たりなかったこと

を教えようと決心したひ

ろ子の気持ちを考えまし

ょう。 

 

・知らせても正子だったらき

っとわかってくれる。 

・このままだと、正子は他の

人にも同じことをしてし

まうかもしれない。 

・正子のために知らせよう。 

 

 

・知らせようと決心した背景

には、正子との友情や信頼

関係があったことをおさ

えさせる。 
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３ ひろ子が書く正子への手

紙の内容を考える。 

○ ひろ子は正子に料金がた

りなかったことを、どのよ

うに伝えるでしょう。ひろ

子になって手紙を書きま

しょう。 

 

 

 

・はがきの大きさが違うと、

切手の値段も違ってくる

んだよ。これからは気をつ

けてね。 

・定形外のことを覚えておく

とこれから役立つよ。 

 

 

・絵はがきのお礼や、もらっ

てうれしい気持ちは予め

学習シートに書いておき、

児童には料金が不足して

いるところのみ考え書か

せる。 
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４ 自分の生活を振り返り、友

達について考える。 

○ 「友達がいると□□」に、

続く言葉を考えましょう。 

 

 

・うれしい 楽しい 

 励ましてくれる  

・自分の生活を振り返らせ、

□にあてはまる言葉を考

えることで、友達がいるこ

とのよさを感じさせたい。 

 

５ 板書計画 
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正子 
・ひろ子に見せたい。 
・よろこばせたい。 
 
 
 
 ７０円たりない 
 
 
 
 
ひろ子 
・うれしい。 
・やっぱり友だちだ。 


